恋の 一 杯 売 

Love on DrolITO^ け 

吉行 エイスケ 



ほ-つて キ J 

さえ も、 放擲す る 考え だ。 私 は 死す とも 恥ない。 

まだ 私が 銀座で シルクハット のうえ、 チヤ ルス トン 

を 踊って いた ころ、 友達の 横 田 は 亜米利加の 流行 女達 

二 ュ —ョ— ク 

の 間に 東洋人 を 情夫に 持 つ ことが 紐 育 の 社交界に 

ふうび たち ま 

& 靡し だすと 忽ち 渡来して しまった。 いまでは 横 田 

は ヤン キ— の 女達が 過去 スペインの 愛犬に 恋慕した よ 

うに、 無謀な 愛情と きわどい 婦人 社会の 教養 をう けて 

裸体で 近東 風な 機械 体操 や、 スパルタ 風の 腕力 を 発揮 

したり、 恐らく あの 毛む くじ やらの 胸 を、 つき出して 

サロン を 物好きな 流行 女の 号令に よって、 自由自在に 



這い 廻って いる ことだろう。 

しかし、 私 は 横 田の 生活が 羨ましく はない。 私に は、 

私 を 愛して くれる 数人の 女達に よって、 運命 は 咲き 

ごうがん 

誇って いるの だ。 私 は 哀れな 男で はない。 私 は 傲岸 

〔# ルビの 「ごうがん」 は 底本で は 「ごうかん 匕 な 男 だ。 私 

が 彼女 達 を 愛する の は 女達 の 男 道楽 さ めやすい 色恋 を 

シャム 料理法と 珈琲 色の 皮膚に 剌繡 した。 いまでは 犬 

まか 

でさえ 逃げ出す 女達に、 私 は 容易に 身 を委す ことが で 

きる ようにな つ た。 

私が ホテルの 寝台で しおれ かかった ビ リダ リアの 夜 

の 花。 



必ず、 私が 眼 覚めた とき 憂鬱な 少女 を、 その 頃、 暮 

れ かかった 寝室の 側に 見出した。 私が 眼 覚めた の を 彼 

女が 感ずる と 彼女 は、 必ず Melins の 帯 をと いて、 私 

の と 囁いた。 

「妾、 朝から まってい たのです」 

しば ま 

やがて 暫 しの 後、 彼女の 後 姿が、 混合酒の 触感 を 撒 

いて 廊下から 消える と、 私 は 地下室の 湯殿で 未来 を 夢 

ョ ー □ ッ。 ハ 

みる。 私 は 現代が、 夜光虫と 欧羅巴 スタイルの グ ラン 

ド • ホテル • ド • 横 浜の ダンシング • ホ— ルと 空中の 

かるわざ 

軽業 だと 断定す る。 



私の 恋人 花 田 君子 は 一 刻 後、 私の 部屋 を 訪ねて くる 

だろう。 彼女 も 現代 を 形づくる 発育 不完全、 性 を 失つ 

た 女、 太平洋 を 航海して いる アラビア 漁船の 窓 硝子に 

似た 黒い 乳房、 戦争と 東洋 文明が 女性 を マゾヒストに 

してし まう。 私が 花 田 君子 を 家畜の ように 愛撫した 時 

世から、 いまでは 私 は&祠 的な 日本人の 肉感と、 彼女 

が 私に なす 虐待 を あまんじて 受けなくて はならぬ。 

私 は 今夜 タパ— ンの 階廊に 酔いつ ぶれる。 私 は 化粧 

しなくて はならぬ。 私の 口紅 は 街の フ ラッパ— どもの 

額に 支那 流の 卑しい 装飾 をつ ける。 私 は 油 黄 を 塗布す 

る、 未来派の 入墨 を 瞼に 剌繡 する。 



濯して いた ころ、 可憐な ニコ 口 は 機関銃と 義足と スラ 

ピナの 涙のう ちに 生長した、 そのころ 既に 彼女に は 天 

分が めぐまれ ていたの だ。 

不幸に して 露西亜 はレ ー ニンの 奇蹟 的な 偉業と アン 

ナ • ス ラビ ナの 半身不随 によって、 過去 タレ ル キンの 

じょうぜ つ 

饒舌、 私に 遺伝して しまった。 しかし 所詮 ニコ 口 は 

現在に 生きる 女性 だ、 彼女の 愛情 は 未来 を 苛酷に 約束 

する。 思えば 何人の 予測 も 許さない。 運命 は、 いまや 

惨酷に 私に 挑戦す る。 私 は 取 乱した、 アンナ. ニコ 口 

の 寝室に 侵 人す る。 をつ けた アンナの …… 、 

いそ/ \ と 私 を 迎える と嘻々 として 私の in に 接吻して、 



きゃしゃ がいぼう 

た。 河 村の 華 著な 肉体と 美しい 外貌 さえむ ごたら しく 

閉ざされた。 

しかし、 私の場合、 私はヒ ロイ スト だ。 私 は 女 を 軽 

侮し なければ ならぬ。 女 を 不幸に しなくて はならぬ。 

まか ィ ルカ 

女達が 私に 身 を 委せる とき、 彼女 達の 感受性から 海豚 

の 粘々 した 動物性 をう ける。 ときに よると 塹壕から 掘 

出した 女 聯隊の 隊長の 肢体 を。 もとく 我々 が 地理と 

科学の 発生 を 埋葬す る。 

—— ヨシユキ、 何 か 考えて いる？ 惚れ，^ と 妾 

の 俳優 羅馬 皇帝が。 妾 は 貴男に 対する 研究心 を 根気よ 

く棄 てない、 まるで アラビアの 貴婦人み たいに。 妾に 



色 眼鏡 買 つて くれたの も 貴男 の 持ち前の 愛情が 風流 男 

の 花輪 を かくよう に。 

素敵、 どう、 でない？ 

—— 妾ったら 無条件で 貴男に 降服す る ことがある。 

但し 貴男が 妾の 要求 を 承知しての 話な のよ。 

一 、 私が 棄 てられた 情人の 頭文字 E を 以て、 新婚 

の 夜 は、 妾の 横顔 英仏海峡に 描いて 敬礼す る こと。 

二、 毎朝、 妾の 舌 を ブラシで 掃除して くれる こと。 

三、 妾が 踊 子で あり ソプラノの 唄 手、 イクラ 座の 

プリ • マドンナ である 天分 を 認める こと。 

四、 ゴルフ 競技会の 前夜 は、 貴男 は 敬虔な 態度で 



れんたいき おうとぶ つ 

聯隊 旗み た いな 嘔吐 物 をう けたの だ。 

彼女が 東洋の 女の 尻尾と 男性の 舞踊 会に 用いる ル— 

ブル 紙幣の 仮面、 といって 彼女が 銀色の コォ セットに 

太平洋 を ぶらさげて はいない の だ。 やはり 彼女 も 海豚 

なの だ。 

それにしても 花 田 君子の 抱擁 はまた しても 私に 新ら 

しく 生れた 時代の 不安 を 与えた もの だが、 一たい 彼女 

の 頭、 骨から 見下した 流動的な 肉感って ものが、 さな 

がら 母体 を 地球儀に して 埋れた 出産 前の 幼児に さえ 

酷似し ている の だ。 Bullock 恋に やつれた エレ クトラ 

の 広告板から 湧き出す ォ オケ スト ラ、 しかも 彼女の 才 



能 は 日 比 谷 街に もまして 複雑な の だ。 太く 短い 環、 古 

代の 貞節な 女に 似て 垂れ 下った 醜い 肩、 まるで 病み 疲 

きょうた い 

れて サタンに 生育 を 阻止され た 女が 奇妙な 嬌態 をし 

て、 流行の 衣裳と 近代の 手管 を もって 私の 前に 現れた 

の だ。 

コメット. ヌマタ は 夜の 空間、 花火 吹 散らして 空 高 

く、 飛行 ズボン 脱いで 牡鶏の 真似 をして いる。 ひどく 

古 加 乙涅の 酔が 利いた 夜であった。 

今では 男が 女の ように スカ ー トを はく 時代な の だ。 

銀座の 巿場 では 阿片の 花が 陽気に 満開し、 薬種 屋の前 



では 群集が 巡邏に 口輪 を 嵌めて いる。 地球の 地下室で 

は 切開され た、 メロ. ドラマの 開演の ベルが けたた ま 

しく 鳴り ひびく の だ つ た。 

こうした 瞬間 を 限って 変る 人間の 気持ちと、 構成 さ 

れ 破壊され る 歴史の 記録 を 掲示す る 銀座の 青色の 夜、 

くちく 

プロレタリア 駆逐した プチ • ブル ジ ョ ヮ達 によ つ て、 

かく も 盛大に 開演され た 未来派の オペラ、 金属 的な め 

ろで い、 青磁 色の 空に は 女優 募集の 広告と、 ダ ダイ ズ 

ムの 集会の 予告 板と が 蛾と 戯れて いた。 カバ レット 

の キャラバン、 酒場から 酒場へ 近道の 建 札、 夜の 美粧 

院に 吊された 青蛙の 料理 写真に したらん たん、 足の 化 



粧法、 日本人 を 日本人ら しく 見せない 整 型 学、 醜い も 

の を グロテスクに する ための 進歩主義、 あわただしい 

木馬 競走に 見惚れる 観衆の 喝采。 

私 は 花 田 君子 柳の 下に 棄 てて、 カバ レット 銀座、 未 

来の 情婦、 万国の 血 をみ て 狂う メイ • フレデリック、 

私 を 見る や 彼女 の 情熱 死物 狂 い (その 頃 喫茶店 ィ ン タ 

nl ヒ ー きょうたん 

ナショナルの 芸術家 は 珈琲と フランス 菓子に 驚歎 し 

て 昆虫 類が 今後 人間に 代って エゴイズムと 排他主義、 

実行す る。 ) 

水晶 色の シャンパン、 エナメルの 空、 噴水して メイ- 

フレデリックの 金色の 靴、 注いで 私 は 彼女に 恋 を 語る。 



サロン を 平定した 私、 フレデリックの 桃色に 化粧した 

爪先に 唇 を 当てて、 千 九 百 二十 年後の 女性の 進歩した 

足 を 観察す る。 バビプ によって 手術され た 近代 女の 

ヴァル バ、 マルセル. ゥェ— ブ によって 美の 典型 を 指 

示した 化粧 術、 最も きわどい エルンスト. フル ゥ 氏の 

子宮 除去 法、 知人の 政府 委員 は メイ • フレデリックの 

美顔術に よって マルクス 学の 国家 理論 さえ 見下す 約束 

手形 を 振り出した。 しかし 次の 瞬間が 私に 東京 を 去ら 

してし まった。 私 は 日本が 過去の 栄華から、 幻燈に 似 

たんでき 

た 流行 を 耽溺す る プチ • ブルジョワの 一 群と、 実生活 

きけい 

から 畸型 的に 形成され た ブル ジ ョ ヮ 末期の 社会に 発生 



した プロレタリア 精神の 出現 を、 繁雑な 社会主義 理論 

闘争から 逃れて、 私 を 信仰す る 一 人の 女性の 涙と とも 

に 東京 駅 を 離れて 品 川の 砲台、 横目で 計算して いた。 

私の 旅程 II 

1 横 浜 外交官の 無線電信の 費用 見つ も リ処、 グラ 

ンド ホテル • ド • ョコハ マに 設計され た 硝子 張りの 円 

舞 場で スパルタの 女と 根 岸の 外人 ティ ー ム との 間で 弓 

術 試合が 行われた。 

2 神 戸 —— A オリエンタル • ハウスの 踊 子が 私 を 

占う。 「貴男 は 二十 四 歳になる 恋人と 四十 歳になる パ 

トロンに よって 育成され るので す。 貴男 は、 ガソリン 



の 響に もまして 不幸な 人な のです が、 それでいて 自分 

では 幸 だと 思って いらっしゃ るので すご D 西洋 長屋 

に 住む ル ー マニア 売笑婦。 

3 この 夕 ぐれ を 門 司の 港で は 木の 橋の 上で 天主教 

の 司祭 様が 新世界の 魚、 河豚 を 釣り あげて いられる の 

であるが、 この 糸の 垂れ こめた なかには、 鼠 取の 仕掛 

けにな つていて 餌に、 触る たびに 上から 落ちて くる 豚 

に 河豚 は 頭 を 挟まれて しまう ので ある。 

4 アラビア 丸 —— 怪奇な 青色の 女、 デッキ • ゴル 

フ、 七色の 弾丸の ような 意志が 接触す る。 広東 人の 用 

マ アジ ヤン ドル 

心 深さが 麻雀、 私から 一 千 弗 をサル ー ン から 投 出し 



てし まった。 黄海 は 日本の 駆逐艦の マストが 見える、 

夜 は 外人 達に よって 舞踊 会 は 傾いた 部屋 を 旋回して い 

しんぎし ゆう 

る。 私 は新義 州の 商人と 将棋 をす るの だった。 

ひるが 

赤色 旗飜 える 下、 さすが 悪い 気持ちで はない。 い 

まで は 少数の 帝政 派 も 日本に 駆逐され てし まって 新に 

バイ カル 湖畔から 輸送され た 泥 人形と、 コ— カサス 遺 

族 達に よって 世間 は 私に 怠惰と、 大陸 的な 新 浪漫主義 

を 沁み こまして しまった (将軍 BAR でさえ 農民と 職 

ェ によって 占領され て しまったの だ。) 

私 は 憂愁 もな く 感動 も剌激 さえ も 失われて しま つ て、 



写真館と 駄菓子 を 売る 街 を ひたすら 歩く のだった。 巿 

民 は 思い出す たびに 役に も 立たぬ 仕事に 営々 として 働 

い た。 思えば 彼等 は 他人 を 策動す る - J と さえ 忘れ て し 

まった よう だ。 地上に は 無数の 長靴と 空間に は 驢馬が 

犇 めいていた。 新ら しく 創設 さ れ た 図書館の 書棚 はプ 

ロレ タ リアの 童話と マルクス 学の 書簡に よって 占めら 

れ ていた。 また マ ヤコフ スキ ー とレ ー ニンと ピリ 二 

ャ ー ク、 パステル ナックの、 新刊書で 埋れ た。 イリヤ 

エレン ブル グを 人々 は 狂人 だと 云って いた。 

こうして 街 は 青々 と 緑に 包まれて 私 は 夜毎 旗亭 ダリ 

ウォッカ 

コントに 馬車で 通った。 ここで 私 は ロシア 煙草と 火酒 



と 世界の 新聞 を 読んで 一 日を暮 した。 しかし 偶然 はァ 

ンナ. ニコ 口、 私 をみ て 無意味に わらいだした。 

この 彼女の 可 笑 さが 未来 の 幾年 か を 空虚な ものにし 

てし まう の だ。 まるで 音響の ない ユダヤ人の 才能の よ 

うに 危険な ものであった。 私が アンナ • ニコ 口の わら 

いについて 幾日 間 を 考え あぐむ、 遂に それ は 私に 対す 

る 愛の 象徴 だと 思う のであった。 (私 は 今では 瓦斯 広 

ち ラろラ 

告 のように 朦朧と した 認識不足に 陥って いった) 私 は 

もうせん 

毛氈の ような 花束と アンナ • スラ ピナに は 英雄の 手本 

という 好色本 を 贈った の だが、 それ はスラ ピナの 称讃 



を 得た に 過ぎなかった。 

こうして 私 は 青空の ない 恋に 浮 身 を やつした。 

—— アンナ • ニコ 口、 僕 は 並々 ならぬ おしゃれ なの 

です。 厚化粧した 二人の 踊り 部屋、 貴女が 私に その 許 

可 証 を 渡さない とき は 僕はゥ ラジオ ストックの 海に 果 

てたい のです。 

あなた じょうだん 

—— ヨシユキ、 貴男の 戯談は 私達の 国で は 貴族し 

か 云わなかった のです。 それに いまでは 貴族 は 殺され 

てし まう し、 私 は ボルシェ ヴ イズムの 女な のです。 

アンナ. ニコ 口に 私 は 再び 遅刻して しまう、 恋の 絡 

は 何故、 さまで 苦しむ のか。 



—— 僕 は バル チックの 軍艦に 結婚 を 申込む、 アン 

ナ- ニコ 口、 今頃 は モスクワの 政治 委員 も アンナ • ス 

ラビ ナも 昼寝 を むさぼ つ てる 時間な のです。 

キ J まま 

二 コロは 生れが いいので 気儘で 運命に は 従順な 女な 

の だが、 ブル ジョァ が滅ん でからと いう もの は 信仰 は 

痛快に も 焼 払われて しまった。 

—— 妾が 真面目な 女 だもの だから、 結婚す るに は 

政府の 許可が 必要です。 それに 東洋人の 薄情 犬 も 喰わ 

ない のです。 

アンナ. ス ラビ ナ、 三 個の スイス 製の トランク を 開 



する 苦痛 さ え もな し、 公 爵 婦人 の 名誉 さ え 瞬間 に 地に 

葬った のです。 

—— ニコ 口、 敬虔、 僕の 思い も 過ぎ去った 恋物語り 

です。 

ああ、 妾が 貴男 を 思って いる。 無産階級の 靴音に も 

増して カづ よく 慕し い。 

—— 僕の 心意気、 見して やる。 白 薔薇の ような 花嫁 

こ o 

私達 戸外に 這い 出す。 青い 絨氈の 上 を 鏡の ない 人 

とむらい 

間が 歪んだ シルクハット、 胸 は 悲しい 葬 だ。 心行く 

まで 私 はお 前 を 熱愛した の だ。 けれど 感覚の 最期が い 



瞬間の 嬉 びが 永遠に 悲しみと なって しまう、 チヤ ィ 

コ フス キ— の 狂気 音楽が かくまで 近代 を 支配す る。 ヮ 

ルツ、 タレ ル キンの 心臓、 ニコ 口の 青 蛇の ような 首 抱 

いて、 私 は 踊る。 いまや 狂気の 沙汰、 音 楽師、 ピアノ 

の 波が 尼僧 呼びよ せる。 アフリカの 砂漠 を 進出す るモ 

スクヮ の 夜の 娘、 驚歎した 私 踊りながら 黒い 両足が、 

ニコ 口の 太腿 を 包囲して、 混乱した 男女の 頭脳に、 メ 

ゾ • ソプラノの 鼻歌が 巻き つ いてく る、 私 ニコ 口 の 前 

に 日本紙 幣束に して 棄 てて しまった。 

思えば 流行歌。 アンナ. ニコ 口が 私 を 引ずって 矢鳕 

に 接吻す る。 愛の 聖歌 奏でて 旋転す る 夢路た ど つてい 



るよう だ。 苦 もない アンナ. ニコ 口 私に 身 を 委せな が 

ら。 階段、 万国の 男女が 酔い どれて はやした てる。 A 

は 緑、 B c D E F ソヴ エツ ト • ロシアの 彫刻 

された 遊園地に は 早く も 新ら しい 帝政 時代の 地図が か 

かってい る。 

私達 階廊 昇りつ める と、 そこに はデ— マン 大佐の 専 

制。 公園から 吹き 来る 風に 音 もな く 扉が 明滅す るので 

あるが そのたび に、 波高い 鏡に 映る 危険な 寝床に 橋が 

かかって いた。 



底本： r 吉行 エイスケ 作品 集」 文 園 社 

1997 (平成 9) 年 7 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「吉行 エイスケ 作品 集 I 地図に 出て く 

る 男女」 冬樹社 

1977 (昭和お) 年 9 月^日 第 ー 刷 発行 

※底本に は 「吉行 エイスケの 作品 はすべ て 旧字 旧 仮名 

で 発表され ている が、 新字 新 仮名に 改めて 刻んだ。 こ 

のさい 次の 語句 を、 平仮名 表記に 改め、 難読 文字に ル 

ビを 付した。 『し 乍ら ふしながら』 『亦— また』 『尚 ふな 

お』 『儘丄 まま』 『…の 様丄… のよう』 『…する 側丄… す 

るかた わら』 『流石 ふさす が』。 また X 印 等 は 当時の 検 



閲、 あるいは 著者 自身に よる 伏字で ある ご との 注記が 

ある。 

入力 ： 田 辺浩昭 

校正 ： 地 田 尚 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



